
　基本計画は、基本構想で示した基本理念と基本目標を実現するため、施策の具
体化・体系化を図り、各分野における現状と課題、目標や成果指標を示したうえ
で、取組内容を明らかにするものです。
　また、各行政分野における個別計画の整合性を図るための指針となるものです。
なお、本計画で示した施策体系に基づき、具体的な事業計画として、毎年度３か
年を期間とする実施計画を別に策定し、財政の裏づけを持って計画された事業を
実行していきます。
　基本構想、基本計画、実施計画の関係は次の図のようになります。

第３次総合計画の仕組み
（基本構想・基本計画・実施計画）

　本市では、景気の緩やかな回復が続くことが期待される中、市税収入等は堅調
に推移すると見込まれますが、今後は、義務的経費である人件費と扶助費の増加、
また、物価高騰に伴う物件費も増加傾向にあります。
　基本計画期間中（令和6年度～令和15年度）の財政フレームは、社会経済情勢の
変化、国や東京都の行財政の動向、本市における財政収支の推移や指標、人口推
計などを勘案して推計します。
　また、毎年度策定する実施計画において、社会経済情勢や行財政制度の変化に
応じた改定を行い、財政計画の実効性を確保していきます。
■財政見通し
　基本計画期間中（令和６年度～令和15年度）の財政見通しは、次のとおりです。

財政フレーム

パブリックコメントの実施（令和５年６月１日～30日）

　パブリックコメント（市民意見提出手続）を実施し、24人の方から89件のご意
見をいただきました。寄せられたご意見と検討結果の概要は市報９月１日号で、
詳細については、市kおよび情報公開コーナー（田無庁舎５階）でお知らせしま
した。

市民説明会の開催（令和５年６月16日～24日）

　中間のまとめの内容を市民の皆様に説明するため、市民説明会を９回開催しま
した。

総合計画策定審議会での審議および答申（令和５年７月～８月）

　パブリックコメントなどで寄せられた意見について審議が重ねられ、「第３次
基本構想・基本計画案」の答申が令和５年８月７日に市長に提出されました。

基本構想および基本計画に示す施策の目標の議案上程・議決（令和５年９月）

　審議会からの答申を受け、市議会に基本構想および基本計画に示す施策の目標
の議案を上程しました。議案は令和５年９月22日の本会議で議決されました。

基本計画、実施計画の策定（令和６年３月）

　個別計画との調整を図り、令和６年３月に基本計画を策定しました。併せて、
令和６年度から令和８年度までの３年間に実施する事業についてまとめた実施計
画を策定しました。

策定までの経過
（西東京市第３次基本構想・基本計画案 中間のまとめ以降）

　基本計画の期間は、基本構想に基づき、令和６年度から令和15年度までの10
年間とします。なお、令和11年度からの後期５年間の開始にあたっては、社会
経済情勢の変化や基本計画事業の実施状況、行政評価の結果、新たな市民ニーズ
などを踏まえて見直しを行うこととします。
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